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完
）

は
じ
め
に

　

近
江
屋
田
中
市
兵
衛
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
家
業
の
干
鰯
屋
を
再
興
し
、
明
治
初
年
に
は
経
営
を
順
調
に
拡
大
し
た
。
明
治

一
〇
年
（
一
八
七
七
）
に
は
第
四
十
二
国
立
銀
行
の
設
立
に
尽
力
し
、
そ
の
頭
取
と
し
て
大
阪
財
界
を
リ
ー
ド
す
る
活
躍
を
見
せ
る
。
前
稿

で
は
、
明
治
期
の
近
江
屋
市
兵
衛
の
肥
料
買
付
け
状
況
を
明
ら
か
に
し
た（

１
）。

こ
こ
で
は
同
期
の
肥
料
販
売
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

一　

慶
応
三
年
〜
明
治
六
年
の
販
売
状
況

　

表
１
に
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
か
ら
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
ま
で
の
近
江
屋
の
販
売
状
況
を
示
し
た
。
近
江
屋
の
販
売
総
額
は
、
慶

応
三
年
（
一
八
六
七
）
は
銀
二
五
〇
万
八
千
貫
匁
余
、
明
治
元
年
も
ほ
ぼ
同
様
で
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
は
銀
四
一
三
万
一
千
貫
匁

余
と
拡
大
し
た
。
明
治
三
、五
年
は
半
期
分
の
数
値
な
の
で
除
く
と
し
て
、明
治
六
年（
一
八
七
三
）に
は
銀
四
七
〇
万
九
千
貫
匁
余
と
な
り
、

最
大
規
模
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
（
四
・
完
）

白
川
部　

達　

夫
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表
1
　
明
治
初
年
の
肥
料
の
販
売
先
（
単
位
：
匁
）

地
域

区
分

慶
応

3
年

明
治

元
年

明
治

2
年

明
治

3
年

※
明

治
5

年
※

明
治

6
年

大
阪

地
方

（
干

鰯
屋

）
1,238,377

1,384,544
1,100,494

1,112,232
908,363

1,456,577
市

中
9,733

184,755
185,262

334,901
904,999

小
計

1,248,110
1,569,299

1,285,757
1,112,232

1,243,264
2,361,575

大
阪

周
辺

摂
津

188,129
346,649

648,991
152,253

125,100
167,819

河
内

2,884
6,908

66,227
13,441

12,162
18,384

和
泉

94,670
231,256

732,770
323,667

275,457
801,218

不
明

22,341
857

10,211
11,482

25,439
小

計
308,025

585,669
1,447,989

499,572
424,200

1,012,861

そ
の

他

紀
伊

418,717
196,151

603,638
280,148

242,846
675,214

東
京

440,946
376,002

157,493
79,745

363,519
そ

の
他

90,452
67,643

242,494
40,075

61,596
51,777

小
計

950,116
263,794

1,222,134
477,716

384,187
1,090,510

不
明

1,858
90,638

175,593
170,665

261,737
244,140

合
計

2,508,108
2,509,399

4,131,472
2,260,185

2,313,389
4,709,087

構
成

比
率

大
坂

49.8
62.5

31.1
49.2

53.7
50.1

大
坂

周
辺

12.3
23.3

35
22.1

18.3
21.5

そ
の

他
37.9

10.5
29.6

21.1
16.6

23.2
不

明
0.1

3.6
4.3

7.6
11.3

5.2
合

計
100.1

99.9
100

100
99.9

100
出

典
：

東
洋

大
学

井
上

円
了

記
念

博
物

館
所

管
・

近
江

屋
市

兵
衛

家
文

書
44番

、
47番

、
51番

、
54番

の
「

干
鰯

売
日

記
」

※
史

料
上

の
制

約
明

治
3

年
、

一
般

1
月

8
日

～
6

月
7

日
、

地
方

1
月

30日
～

8
月

明
治

5
年

、
一

般
1

月
8

日
～

7
月

6
日

、
地

方
1

月
6

日
～

6
月

19日
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そ
の
中
心
は
、帳
面
で
は
「
地
方
」
と
称
し
て
い
る
永
代
浜
（
靫
）
の
干
鰯
屋
で
あ
っ
た
。
前
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
近
江
屋
市
兵
衛
は
、

干
鰯
屋
仲
間
か
ら
の
仕
入
れ
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
つ
い
て
は
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
切
っ

て
い
る
年
が
多
く
、
松
前
問
屋
や
荷
受
け
問
屋
か
ら
仕
入
れ
た
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
い
た（

２
）。

し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
、
近
江
屋
市
兵
衛
の

取
り
引
き
は
、
松
前
問
屋
・
荷
受
け
問
屋
か
ら
仕
入
れ
て
、
こ
れ
を
干
鰯
屋
仲
間
に
売
る
問
屋
的
営
業
が
強
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
和
泉
・
紀
州
・
東
京
へ
の
販
売
も
直
接
消
費
者
で
は
な
く
、
当
該
地
の
肥
料
商
・
問
屋
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
販
売
規
模

が
拡
大
し
て
い
る
の
で
、
摂
津
西
成
郡
な
ど
の
大
阪
隣
接
の
農
村
を
中
心
に
、
摂
津
・
河
内
な
ど
の
村
々
へ
の
販
売
も
拡
大
傾
向
に
あ
っ
た

と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
れ
ま
で
近
江
屋
市
兵
衛
の
買
付
け
と
売
付
け
帳
面
が
そ
ろ
っ
て
存
在
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
く
、
両
者
を
対
照
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
慶
応
三
年
以
降
は
ほ
ぼ
対
照
が
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
慶
応
三
年（
一
八
六
七
）に
つ
い
て
見
る
と
、

買
付
け
総
額
は
銀
六
九
万
八
千
貫
匁
余（

３
）、

販
売
総
額
が
銀
二
五
〇
万
八
千
貫
匁
と
な
り
、
販
売
総
額
が
買
付
け
総
額
の
三
・
六
倍
と
大
き
な

ず
れ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
販
売
品
目
の
数
量
で
見
て
も
、
干
鰯
は
買
付
け
が
七
二
四
俵
と
二
二
貫
目
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
、
販
売
は

二
四
七
五
俵
と
七
本
で
、
ほ
ぼ
三
倍
と
な
っ
た
。
ま
た
鯡
粕
で
は
、
買
付
け
重
量
四
三
八
〇
貫
目
に
た
い
し
、
販
売
重
量
は
二
万
八
六
四
九

貫
八
〇
〇
目
で
五
倍
強
と
な
っ
て
い
る
。
魚
肥
は
前
年
後
半
期
に
入
荷
し
た
も
の
を
次
の
年
の
春
に
売
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
の
差
が
出

た
面
も
あ
る
が
、
こ
の
数
値
は
そ
れ
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
。
こ
れ
は
買
付
け
帳
面
が
、
近
江
屋
が
入
手
し
た
肥
料
の
す
べ
て
を
網
羅
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
干
鰯
に
つ
い
て
は
、
買
付
け
帳
面
の
記
載
分
は
、
近
江
屋
が
自
己
資
金
で
買
付
け
た
も
の
で
、
そ

れ
以
外
に
委
託
販
売
分
が
か
な
り
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
干
鰯
だ
け
で
な
く
、
鯡
粕
以
下
に
も
委
託
販
売
分
で
買
付
け

帳
面
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
販
売
帳
面
に
は
、
委
託
販
売
分
と
明
確
に
わ
か
る
記
載
は
少
な
い
の
で
、
全

体
像
は
わ
か
ら
な
い
が
、
干
鰯
屋
仲
間
へ
の
販
売
に
は
そ
う
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
れ
を
前
提
に
区
分
ご
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と
に
買
い
手
に
つ
い
て
特
徴
的
な
も
の
を
紹
介
す
る
。

　

大
阪
で
は
、
地
方
の
干
鰯
屋
と
の
取
り
引
き
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
の
近
江
屋
の
帳
面
は
、
一
般
の
部
と
地
方
が
区
別
さ
れ

て
い
る
。
地
方
は
干
鰯
屋
仲
間
と
の
取
り
引
き
を
記
載
し
て
お
り
、
永
代
浜
（
靫
）
の
こ
と
を
地
方
と
称
し
た
よ
う
で
あ
る（

４
）。

慶
応
三
年

（
一
八
六
七
）
で
は
、
販
売
総
額
の
四
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
し
か
し
特
定
の
干
鰯
屋
が
目
立
っ
て
買
付
け
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
な
い
。
近
江
屋
に
は
明
治
七
年
「
市
う
り
」
と
い
う
帳
面
も
残
っ
て
お
り
、
市
売
り
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
市
売
り
が

行
わ
れ
て
い
る
と
、
売
り
出
す
肥
料
は
競
り
に
か
か
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
特
定
の
干
鰯
屋
と
の
結
び
つ
き
は
生
じ
な
い（

５
）。

　

大
阪
市
中
で
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
〜
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
ま
で
は
、
あ
ま
り
大
き
な
も
の
は
な
く
、
順
慶
町
の
魚
屋
藤

吉
が
身
欠
き
鯡
や
北
海
道
産
品
を
購
入
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
食
料
品
と
し
て
の
買
付
け
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
近
江
屋
が
米
を

買
付
け
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
米
の
販
売
も
若
干
見
ら
れ
た
。
明
治
五
、六
年
で
は
大
阪
問
屋
島
屋
佐
右
衛
門
が
か
か
わ
っ
て
、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
に
関
東
赤
大
羽
粕
一
九
四
六
俵
（
重
量
一
万
六
二
九
二
貫
目
）、
八
戸
赤
中
羽
粕
六
〇
俵
（
八
九
一
貫
八
〇
〇
目
）、
同
六
年

に
は
宇
和
粕
四
一
六
九
俵
（
重
量
七
万
八
二
七
六
貫
六
〇
〇
目
）、
佐
伯
粕
一
九
一
俵
（
重
量
三
〇
〇
九
貫
六
〇
〇
目
）
と
大
量
の
干
鰯
〆

粕
が
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
場
合
、

　
　
五
月
廿
三
日

　
　
　
尾
州
内
海

　
　
　
　

前
野
小
平
治
殿

　
　
　
　
　
　

手
船
久
吉
丸
積

　
　
　
　

問
屋
島
屋
佐
右
衛
門
殿
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宇
和
カ
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
永
寿
丸
仕
入

　
　
　
　

弐
百
卅
壱
俵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
蔵
入

　
　
　
　
　

貫
〆
四
千
七
十
弐
貫
八
百
目　
　
　
　
　
直
し
俵

　
　

同　

九
百
七
拾
弐
俵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
直
し
分

　
　
　
　

貫
〆
壱
万
六
千
九
百
廿
四
貫　
　
　
　
　
　
千
十
弐
俵
口

　
　
　

俵
〆
千
弐
百
三
俵（

６
）

な
ど
と
記
載
が
あ
る
。
こ
の
記
載
か
ら
内
海
船
主
前
野
小
平
治
と
大
阪
問
屋
島
屋
佐
右
衛
門
の
関
係
が
明
確
に
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
宇

和
粕
に
つ
い
て
「
永
寿
丸
仕
入　

い
蔵
入
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
の
で
、
注
文
に
つ
い
て
近
江
屋
が
い
蔵
に
入
っ
て
い
た
永
寿
丸
か
ら
仕
入

れ
た
分
の
宇
和
粕
二
三
一
俵
を
販
売
に
宛
て
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
永
寿
丸
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
干
鰯
買
日
記
の
一
〇
月

一
〇
日
に

　
　
　

永
寿
丸
仁
三
郎
殿

　
　
　
　

問
屋
右

（
宇
和
島
問
屋
小
堀
喜
之
助
）

同
人
殿

　
　

宇
和
粕
五
百
六
拾
俵

　
　
　
　

貫
〆
壱
万
千
弐
百
六
十
五
貫（

７
）

と
あ
り
、
永
寿
丸
が
も
た
ら
し
た
宇
和
島
問
屋
小
堀
喜
之
助
の
宇
和
粕
五
六
〇
俵
の
一
部
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
「
手
船
久

吉
丸
積
」
と
あ
る
の
は
、
久
吉
丸
が
積
ん
だ
荷
物
を
近
江
屋
に
持
ち
込
ん
で
、
島
屋
に
売
っ
た
と
は
解
釈
で
き
ず
、
久
吉
丸
に
積
む
こ
と
が

近
江
屋
に
指
示
さ
れ
て
い
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
前
野
小
平
治
と
大
阪
問
屋
島
屋
佐
右
衛
門
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
が
、
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久
吉
丸
は
単
に
島
屋
の
雇
船
と
し
て
、宇
和
粕
を
指
定
さ
れ
た
土
地
に
運
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
か
、島
屋
が
近
江
屋
か
ら
受
け
取
っ
て
、

前
野
小
平
治
に
売
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
し
か
し
も
し
前
野
小
平
治
が
宇
和
粕
を
仕
入
れ
た
い
な
ら
、
島
屋
を
通

す
必
要
も
な
い
の
で
、
や
は
り
島
屋
が
買
付
け
の
中
心
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
こ
の
取
り
引
き
は
大

阪
問
屋
島
屋
の
も
の
と
判
断
し
て
処
理
し
た
。

　

島
屋
は
、地
方
の
項
目
に
は
な
く
大
阪
問
屋
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、松
前
問
屋
島
屋
源
兵
衛
に
繋
が
る
人
物
と
見
ら
れ
る（

８
）。

島
屋
の
場
合
、

と
く
に
指
定
の
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、内
海
前
野
小
平
治
の
手
船
徳
吉
丸
、保
吉
丸
、久
吉
丸
な
ど
の
指
定
が
多
か
っ
た
。
前
野
小
平
治
は
、

尾
張
知
多
半
島
（
内
海
）
の
有
力
な
船
主
で
あ
っ
た（

９
）。

　

摂
津
・
河
内
で
は
、
大
阪
地
続
き
の
西
成
郡
市
岡
新
田
、
春
日
出
新
田
、
福
崎
新
田
な
ど
が
、
ほ
ぼ
連
年
買
付
け
て
い
る
が
、
ほ
か
は
あ

ま
り
連
続
性
は
な
い
。
市
岡
新
田
で
は
孫
九
郎
が
ま
と
ま
っ
た
買
付
け
を
し
て
い
る
が
、
他
は
自
家
消
費
分
程
度
の
買
付
け
で
あ
っ
た
。
ほ

か
に
も
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
の
西
成
郡
野
里
村
車
屋
久
兵
衛
の
よ
う
に
肥
料
小
売
商
の
買
付
け
が
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
農
民
が
自
家

用
に
購
入
し
た
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
販
売
の
多
い
村
で
は
同
日
に
三
、四
名
か
ら
一
〇
名
前
後
ま
と
ま
っ
て
帳
面
に
記
載
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
適
当
に
ま
と
め
て
注
文
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
と
め
て
村
む
ら
に
送
り
つ
け
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ほ
か
に
は
尼
崎
の
肥
料
商
油

屋
長
兵
衛
、
梶
屋
久
右
衛
門
な
ど
と
の
取
り
引
き
が
行
わ
れ
て
い
る（

（1
（

。
河
内
で
は
河
内
郡
日
下
村
が
継
続
し
て
買
付
け
て
い
た
。

　

和
泉
に
つ
い
て
は
、
大
津
・
岸
和
田
・
岡
田
浦
・
高
石
・
佐
野
湊
・
貝
塚
・
箱
作
・
尾
崎
な
ど
湊
の
肥
料
商
か
ら
の
買
付
け
が
基
本
で

あ
っ
た
。
近
江
屋
市
兵
衛
店
が
再
興
さ
れ
て
間
も
な
い
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
は
大
津
・
岸
和
田
・
貝
塚
の
肥
料
商
の
買
付
け
が
全
体

の
七
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
も
占
め（

（1
（

、
そ
の
後
、
低
下
し
て
い
た
が
、
慶
応
・
明
治
初
年
に
は
ま
た
増
加
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
他
の
地
域
で
は
、
紀
州
へ
の
販
売
が
再
開
さ
れ
た
。
近
江
屋
は
天
保
期
に
は
、
紀
州
と
の
取
り
引
き
が
あ
っ
た
が（

（1
（

、
再
興
さ
れ
た
安

政
期
に
は
中
絶
し
た
ま
ま
だ
っ
た
。
慶
応
・
明
治
初
年
に
は
、
和
歌
山
の
岡
屋
清
六
（
清
右
衛
門
）、
久
保
村
塩
屋
利
八
を
中
心
に
和
歌
山



五
九

大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
（
四
・
完
）

の
米
屋
六
兵
衛
・
打
田
屋
安
兵
衛
・
才
賀
屋
善
八
、
中
之
島
南
方
善
兵
衛
、
川
上
大
谷
村
糀
屋
源
治
郎
、
里
江
名
年
屋
由
兵
衛
な
ど
が
買
付

け
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
内
、
天
保
期
に
取
り
引
き
が
あ
っ
た
の
は
和
歌
山
の
米
屋
六
兵
衛
で
、
そ
れ
以
外
は
、
再
興
後
に
近
江
屋
と
取
り

引
き
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

東
京
は
、
従
来
も
取
り
引
き
の
あ
っ
た
喜
多
村
富
之
助
が
中
心
で
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
と
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
は
数
子
・
身

欠
き
鯡
を
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
と
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
は
赤
糠
・
糠
を
販
売
し
て
い
る
。
ま
た
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に

は
赤
糠
七
五
〇
俵
を
売
っ
て
い
る
。
同
年
で
は
東
京
深
川
の
奥
（
和
泉
屋
）
三
郎
兵
衛
に
宇
和
粕
一
三
〇
〇
俵
を
売
っ
て
お
り
、
宇
和
粕
が

東
京
に
も
送
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
奥
三
郎
兵
衛
も
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
は
糠
の
注
文
を
近
江
屋
に
行
っ
た
よ
う
で
、
同
年
一
二

月
一
二
日
付
け
の
「
買
附
覚
」
で
は
糠
五
〇
〇
俵
を
買
付
け
た
と
い
う
報
告
が
近
江
屋
側
か
ら
な
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
し
か
し
年
末
で
あ
っ
た
た

め
か
、
売
日
記
の
記
録
に
は
載
っ
て
い
な
い（

（1
（

。

　

ま
た
他
の
国
で
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
大
和
国
葛
上
郡
鎌
田
村
孫
右
衛
門
に
干
鰯
一
三
六
俵
を
中
心
に
鯡
取
、
佐
伯
粕
を
売
っ

た
の
を
初
め
と
し
て
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
ま
で
販
売
が
行
わ
れ
た
。
大
和
で
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
も
鎌
田
村
に
隣
接
し

た
葛
下
郡
五
位
堂
村
金
屋
市
右
衛
門
に
干
粕
一
九
二
俵
を
売
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
広
島
の
松
本
万
兵
衛
に
関

東
九
七
四
俵
を
売
っ
て
い
る
の
が
大
き
な
も
の
で
、数
十
俵
単
位
の
も
の
だ
と
播
磨
、山
城
な
ど
に
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
遠
国
で
は
、

三
河
挙
母
、
吉
田
に
も
売
ら
れ
、
販
路
が
拡
大
し
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。

　

つ
ぎ
に
表
２
に
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
か
ら
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
ま
で
の
、
販
売
品
目
の
代
銀
比
重
の
変
動
を
示
し
た
。
最
大

の
も
の
は
鯡
粕
で
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
か
ら
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
ま
で
、
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
を
維
持
し
て
い
た
が
、
明
治

五
、六
年
は
一
六
〜
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
比
重
を
下
げ
た
。
干
鰯
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
よ
り
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
ま
で
は

一
五
〜
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
以
後
は
比
重
を
下
げ
た
。
〆
粕
は
、
明
治
五
、六
年
に
鯡
粕
に
変
わ
っ
て
高
い
比
重
を
占
め
て
い



六
〇

る
。
羽
鯡
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
一
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
た
が
、
他
で
は
販
売

の
な
い
年
も
あ
り
、
ま
と
ま
っ
た
販
売
は
な
か
っ
た
。
数
子
・
白
子
も
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）

に
一
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
記
録
し
た
だ
け
で
、
他
の
年
は
数
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
種
粕
・

玉
粕
と
糠
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
現
れ
た
販
売
で
、
近
江
屋
が
魚
肥
以
外
の
取
り
引
き
に

参
入
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
一
時
的
な
も
の
で
発
展
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
他
は
、
一

定
数
を
占
め
て
い
る
が
、
大
半
は
茅
部
粕
、
ル
ル
モ
ヘ
イ
な
ど
産
地
名
し
か
記
載
が
な
く
、
鯡

粕
か
鰯
〆
粕
か
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
全
体
に
鯡
粕
が
中
心
に
は
あ
る
が
、
明
治
初

年
に
な
っ
て
も
絶
対
的
に
優
位
で
あ
っ
た
訳
で
は
な
く
、
明
治
五
、六
年
の
よ
う
に
、
宇
和
粕

が
大
量
に
入
荷
し
て
、
比
重
が
下
が
る
と
い
う
局
面
も
あ
っ
た
。

　

各
品
目
に
つ
い
て
内
容
を
見
る
と
、
干
鰯
は
本
場
、
鹿
島
、
西
方
、
日
在
な
ど
関
東
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
、
北
海
道
産
干
鰯
が
わ
ず
か
し
か
見
ら
れ
な
い
の
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
関
東
干
鰯

の
ほ
か
は
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
加
州
引
き
（
加
賀
）
二
九
八
三
俵
が
売
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
目
立
っ
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。
買
い
手
は
大
半
が
地
方
の
干
鰯
屋
で
あ
り
、
そ
れ
以
外

で
は
、
和
泉
の
港
湾
諸
都
市
や
紀
州
の
肥
料
商
、
広
島
の
松
本
万
兵
衛
、
尼
崎
の
油
屋
長
兵
衛

な
ど
に
販
売
し
て
い
る
。
ま
た
西
成
郡
野
里
村
車
屋
久
兵
衛
に
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
干

鰯
五
七
三
俵
を
売
っ
て
い
る
。

　

鰯
〆
粕
は
、
関
東
物
が
明
治
五
年
以
外
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
南
部
中
羽
粕
、
地
廻
り
鰯
粕
、

佐
伯
粕
、
宇
和
粕
、
タ
ル
マ
イ
鰯
粕
な
ど
が
中
心
と
な
っ
た
。
タ
ル
マ
イ
鰯
粕
の
よ
う
な
北

表 2　明治初年の販売品目の比重

品目 慶應 3 年 明治元年 明治 2 年 明治 3 年 明治 5 年 明治 6 年
干鰯 15.8 22.1 22.1 3.3 10.5 7.1
〆粕 16.3 8.1 9.9 8.7 30.4 52.3
鯡粕 30.5 48.1 31.7 31.6 16.5 18.4
羽鯡 1.3 5 24 5.8 1.5
数子・白子 14.6 2.1 4 9.7 0.8
種粕・玉粕 6.2 9.9 7.1 0.1 0.1
糠 5.6 6.9 2
その他 15.4 9.7 14.7 15.8 36.7 17.7
合計 100 100 100 100 100 99.9

出典・注：表 １ に同じ。



六
一

大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
（
四
・
完
）

海
道
産
の
も
の
は
天
保
期
頃
に
比
べ
る
と
少
な
か
っ
た（

（1
（

。
明
治
五
、六
年
に
鰯
〆
粕
が
全
販
売
額
の
中
心
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ

れ
は
宇
和
粕
が
大
量
に
流
入
し
た
た
め
で
あ
る
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
は
宇
和
粕
六
四
二
五
俵
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
は

五
〇
二
九
俵
が
買
付
け
ら
れ
て
い
る
。
宇
和
島
問
屋
小
堀
喜
之
助
と
加
島
屋
商
会
か
ら
の
買
付
け
が
主
流
で
あ
っ
た（

（1
（

。
こ
れ
ら
は
東
京
の
奥

三
郎
兵
衛
や
大
阪
問
屋
島
屋
佐
右
衛
門
、
干
鰯
屋
以
下
、
各
地
の
肥
料
商
に
売
ら
れ
た
。

　

鯡
粕
は
、
と
く
に
特
定
の
も
の
に
売
っ
て
は
い
な
い
が
、
全
体
の
内
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
で
は
重
量
二
万
〇
五
二
一
貫
余
、

七
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
地
方
の
干
鰯
屋
仲
間
に
販
売
し
て
い
る
。
個
別
に
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
大
阪
問
屋
島
屋
佐
右
衛
門
が

タ
ル
マ
イ
鯡
粕
三
〇
〇
本
（
重
量
七
四
五
七
貫
余
）
を
買
付
け
て
前
野
小
平
治
の
手
船
保
吉
丸
で
運
ん
だ
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
程
度
で
、
干

鰯
屋
仲
間
で
も
一
〇
〇
本
程
度
の
買
付
け
が
多
い
方
だ
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
羽
鯡
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
数
子
・
白
子
は
、
あ
ま
り
販
売
が

な
か
っ
た
が
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
東
京
の
喜
多
村
富
之
助
が
鯡
数
子
六
五
六
本
（
一
万
二
八
五
五
貫
余
）
を
買
付
け
て
い
る
。

　

慶
応
三
年
、
明
治
元
年
に
は
玉
粕
が
在
村
・
地
方
で
幅
広
く
売
ら
れ
た
が
、
和
泉
や
紀
州
な
ど
に
は
出
て
い
な
い
。
種
粕
は
、
灘
種
粕
が

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
干
鰯
屋
の
和
泉
屋
惣
兵
衛
に
五
〇
〇
玉
を
売
っ
て
い
る
。
ま
た
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
は
、
干
鰯
屋
仁
和

寺
屋
利
助
・
古
座
屋
又
兵
衛
・
稲
葉
屋
十
助
・
吹
田
屋
弥
兵
衛
に
一
五
三
〇
玉
と
四
七
〇
俵
を
売
っ
て
い
る
。
こ
の
年
は
ほ
か
に
天
満
種
粕

が
売
ら
れ
て
い
た
。
以
後
は
、
玉
粕
・
種
粕
の
販
売
は
わ
ず
か
し
か
な
く
な
る
が
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
東
京
の
喜
多
村
富
之
助
に

赤
糠
二
四
〇
〇
俵
、
同
三
年
は
糠
一
〇
〇
〇
俵
、
同
六
年
に
も
赤
糠
七
五
〇
俵
を
売
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
は
田
作
五
九
六
俵
が
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
は
豊
前
・
加
賀
・
筑
前
・
肥
後
な
ど
の
米

六
四
〇
俵
が
販
売
さ
れ
た
。
ま
た
明
治
五
年
に
は
南
部
粕
一
一
五
一
俵
と
一
五
本
（
重
量
一
万
八
七
六
九
貫
余
）
が
売
ら
れ
た
。
南
部
は
鰯

の
有
力
な
漁
場
で
あ
る
が
、
鯡
も
南
下
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
と
も
判
断
が
つ
か
な
い
の
で
、
そ
の
他
に
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
に
は
、
小
女
子
粕
一
三
二
二
俵
と
一
〇
本
（
重
量
一
万
四
九
〇
九
貫
）
が
売
ら
れ
て
い
る
。



六
二

二　

明
治
九
年
〜
明
治
一
〇
年
代
の
販
売
状
況

　

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
か
ら
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
の
帳
面
に
つ
い
て
は
、
前
期
や
後
期
分
の
記
載
し
か
な
い
も
の
も
あ
り
、
安

定
し
た
デ
ー
タ
が
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
内
容
は
、
表
３
の
注
記
に
示
し
た
が
、
結
局
、
一
年
を
通
し
て
記
載
の
あ
る
の
は
明
治
一
七
年
度
だ

け
で
あ
っ
た
。

　

明
治
九
年
以
降
は
、
デ
ー
タ
が
一
年
を
通
じ
て
完
全
な
も
の
が
な
い
の
で
、
数
値
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は

各
年
度
の
目
立
っ
た
特
徴
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

　

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
は
、
地
方
の
干
鰯
屋
仲
間
へ
の
販
売
記
録
し
か
な
い
が
、
そ
の
販
売
総
額
は
九
一
八
一
円
余
と
な
っ
た
。
明

治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
場
合
、
販
売
総
額
は
銀
四
七
〇
万
九
千
貫
余
と
な
り
、
明
治
初
年
の
最
高
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
地

方
の
干
鰯
屋
へ
の
売
り
上
げ
も
銀
一
四
五
万
六
千
貫
余
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
円
換
算
す
る
と
一
万
四
五
六
〇
円
余
と
な
る
。
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
か
ら
見
る
と
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
の
地
方
の
売
り
上
げ
金
額
は
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
と
い
え
る
。
な
お
明

治
九
年
（
一
八
七
六
）
の
近
江
屋
の
買
付
け
総
額
は
八
〇
一
九
円
な
の
に
た
い
し（

（1
（

、
明
治
九
年
で
は
干
鰯
屋
へ
の
販
売
だ
け
で
九
一
八
一
円

と
買
付
け
総
額
を
超
え
て
い
る
。
明
治
九
年
以
降
も
、
同
様
な
の
で
、
や
は
り
売
日
記
に
は
委
託
販
売
分
が
含
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
で
は
、
摂
津
西
成
郡
西
島
新
田
の
錫
屋
新
兵
衛
に
鯡
粕
三
九
七
俵
（
重
量
一
万
一
〇
九
〇
貫
）
を
販
売
し
て

い
る
こ
と
が
大
き
な
取
り
引
き
で
あ
っ
た
。
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
で
は
、
紀
州
窪
田
村
の
宇
田
利
八
に
マ
シ
ケ
・
茅
部
鯡
粕
二
〇
〇

俵
（
重
量
五
四
八
六
貫
）
他
を
売
っ
た
こ
と
が
目
立
っ
て
い
る
。
ま
た
地
方
の
取
り
引
き
で
は
西
村
久
三
郎
へ
米
一
〇
八
八
俵
と
い
う
多

量
の
販
売
を
行
っ
た
。
地
方
の
売
付
け
額
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
れ
で
占
め
ら
れ
、
こ
の
年
地
方
の
販
売
は
西
村
の
ほ
か
に
二
名
に
羽
鯡
・
能
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兵
衛
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営
（
四
・
完
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登
引
き
干
鰯
を
売
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
で
は
、
地
方
で
金
沢
和
助
に
本
場
入
梅
引
き
干
鰯
五
三
〇
俵
（
重
量

五
三
三
二
・
四
貫
）、
能
登
引
き
干
鰯
三
六
俵
を
販
売
し
た
こ
と
が
大
き
な
取
り
引
き
で
あ
っ
た
。
明
治
一
三
、四
年
は
帳
面
に
一
般
と
地
方

の
区
別
が
な
く
、
三
、四
月
か
ら
一
〇
月
ま
で
の
記
録
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
で
は
地
方
の
取
り
引
き
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
一
般
の
部
が
中
心
と
な
っ
た
。
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
は
地
方
が
最
大
と
な
り
、
摂
津
へ
の
販
売
が
こ
れ
に
続
い
た
。
明
治

一
六
年
（
一
八
八
三
）
は
、再
び
一
般
と
地
方
が
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
販
売
は
地
方
と
摂
津
西
成
郡
が
中
心
で
ほ
と
ん
ど
を
占
め
た
。

明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
か
ら
同
一
六
年
（
一
八
八
三
）
ま
で
は
、
と
く
に
個
別
に
ま
と
ま
っ
た
販
売
は
な
か
っ
た
。

　

明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
は
一
年
を
通
じ
て
デ
ー
タ
の
あ
る
年
で
あ
る
。
地
方
の
取
り
引
き
が
中
心
で
、
近
江
屋
千
助
に
日
在
寒
引
干

鰯
以
下
の
関
東
干
鰯
を
七
〇
七
俵
（
重
量
三
五
五
〇
貫
余
）
と
古
関
東
干
鰯
四
八
七
俵
他
、
勝
部
吉
兵
衛
に
日
在
寒
引
き
干
鰯
を
九
五
七
俵

（
重
量
八
四
三
九
貫
）、
佃
木
清
治
郎
に
羽
鯡
一
九
三
二
本
（
重
量
三
一
〇
四
貫
余
）
な
ど
を
販
売
し
た
こ
と
が
目
立
っ
て
い
る
。
他
の
地
域

で
は
、広
島
の
海
塚
新
八
に
本
場
新
引
き
干
鰯
を
三
〇
八
俵
を
販
売
し
て
い
る
。
海
塚
に
は
翌
一
八
年
に
も
関
東
の
西
方
干
鰯
三
九
五
俵（
重

量
三
四
二
九
貫
余
）
を
販
売
し
て
い
る
。
ま
た
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
か
ら
同
一
八
年
に
伏
見
油
掛
町
の
綿
本
与
助
に
鯡
粕
・
関
東
干

鰯
な
ど
を
販
売
し
て
い
る
こ
と
も
新
た
な
動
向
で
あ
っ
た
。
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
で
は
、
和
泉
佐
野
の
箕
松
新
吉
に
本
場
寒
引
き
干

鰯
を
三
九
七
俵
を
販
売
し
て
い
る
。

　

全
体
に
、
摂
津
地
域
は
あ
る
程
度
買
付
け
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
の
河
内
の
在
村
な
ど
の
販
売
は
振
る
わ
な
か
っ
た
。
ま
た
紀
州
へ
の
販

売
が
不
安
定
に
な
り
、
東
京
か
ら
の
買
付
け
は
な
く
な
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

表
４
に
、
こ
の
時
期
の
販
売
品
目
の
金
額
比
重
を
示
し
た
。
ま
ず
種
粕
・
玉
粕
と
糠
に
つ
い
て
は
販
売
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
明
治
初
年
に
は
、
取
り
引
き
を
試
み
た
も
の
の
、
継
続
し
た
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
糠
に
つ
い
て
は
、
近
江
屋
か
ら

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
東
京
の
奥
三
郎
兵
衛
の
注
文
で
五
〇
〇
俵
、
ま
た
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
は
東
京
の
喜
多
村
富
之
助
に



六
四

明治13年 明治14年 明治16年 明治17年 明治18年

35 1,368 1,036 11,109 2,940

1,240 10

35 1,368 2,276 11,119 2,940

1,183 791 271 1,856 682

42 199 20 44

740 309 212 486 725

21 39 15

1,986 1,338 483 2,377 1,451

789 785

224 1,369 761

789 224 2,155 761

564 277 7 593 289

3,373 2,983 2,989 16,244 5,441

1 45.8 76.1 68.5 54

58.9 44.9 16.2 14.6 26.7

23.4 0 7.5 13.3 14

16.7 9.3 0.2 3.7 5.3

100 100 100 100.1 100

出典：東洋大学井上円了記念博物館所管・近江屋市兵衛家文書61番、明治一〇年「干 鰯売日記」、大阪大学経済史経営史史料室所管・近江屋市兵衛家文書、明治
16年「売日記」
※記述の範囲
明治 9 年、一般なし、地方 1 月12日～12月 9 日
明治10年、一般 7 月19日～12月27日、地方 2 月 3 日～ 7 月30日
明治11年、一般 3 月 2 日～ 8 月 9 日、地方 3 月19日～ 8 月
明治12年、一般 2 月 4 日～ 9 月18日、地方 1 月31日～12月10日
明治13年、一般・地方区分なし、 3 月12日～10月15日
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地域 区分 明治 9 年 明治10年 明治11年 明治12年

大阪

地方（干鰯屋） 9,181 4,130 2,375 2,268

市中

小計 9,181 4,130 2,375 2,268

大阪周辺

摂津 1,481 771 1,269

河内 54 52

和泉 27 162

不明

小計 1,562 984 1,269

その他

紀伊 208 1,463

東京

その他 34 97 15

小計 242 1,560 15

不明 130 484

合計 9,181 5,934 5,051 4,036

構成比率

大坂 100 69.6 47 56.2

大坂周辺 26.3 19.5 31.4

その他 4.1 30.9 0.4

不明 2.6 12

合計 100 100 100 100

表 3　明治10年代の肥料の販売先（単位：円）

出典：東洋大学井上円了記念博物館所管・近江屋市兵衛家文書61番、明治一〇年「干 鰯売日記」、大阪大学経済史経営史史料室所管・近江屋市兵衛家文書、明治
16年「売日記」
※記述の範囲
明治 9 年、一般なし、地方 1 月12日～12月 9 日
明治10年、一般 7 月19日～12月27日、地方 2 月 3 日～ 7 月30日
明治11年、一般 3 月 2 日～ 8 月 9 日、地方 3 月19日～ 8 月
明治12年、一般 2 月 4 日～ 9 月18日、地方 1 月31日～12月10日
明治13年、一般・地方区分なし、 3 月12日～10月15日



六
六

一
〇
〇
〇
俵
を
買
付
け
た
報
告
が
行
わ
れ
て
お
り（

（1
（

、
こ
の
頃
ま
で
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ

る
が
、
明
治
九
年
以
降
は
記
録
が
途
絶
え
て
い
る
。
干
鰯
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

ま
で
低
調
だ
っ
た
が
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
か
ら
は
一
定
の
割
合
を
占
め
る
よ

う
に
な
り
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）、
明
治
一
八

年
（
一
八
八
五
）
に
は
、
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
な
っ
た
。
と
く
に
明
治
一
七
年

（
一
八
八
四
）
に
は
四
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
鰯
〆
粕
と
合
わ
せ
る
と
半
分
に
近
い
販
売

額
と
な
り
、
そ
の
大
半
が
、
関
東
物
で
占
め
た
。
鰯
〆
粕
も
干
鰯
と
ほ
ぼ
同
様
な
動
き

を
示
し
て
お
り
、
関
東
物
が
中
心
で
、
明
治
五
、六
年
の
よ
う
な
宇
和
粕
の
大
量
な
取

り
引
き
は
な
か
っ
た
。
鯡
粕
は
、
干
鰯
・
鰯
〆
粕
に
並
ぶ
重
要
品
目
で
あ
る
が
、
干
鰯

の
販
売
が
多
い
年
は
、
少
な
い
売
買
と
な
り
、
鯡
粕
の
多
い
と
き
は
、
干
鰯
が
少
な
く

な
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
羽
鯡
と
数
子
・
白
子
は
、
そ
れ
ほ
ど
比
重
は
占
め
ず
、
販

売
の
な
い
年
も
あ
っ
た
。以
下
、品
目
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

干
鰯
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
関
東
の
干
鰯
が
中
心
で
あ
る
が
、
明
治
一
一
年

（
一
八
七
八
）
は
す
べ
て
能
登
引
干
鰯
で
、
翌
一
二
年
も
能
登
引
き
干
鰯
が
一
〇
四
四

俵（
重
量
四
三
〇
九
貫
余
）と
八
六
俵
で
販
売
干
鰯
重
量
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
を
占
め
た
。

能
登
引
き
は
、
こ
の
二
年
だ
け
で
あ
る
。
ほ
か
に
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
は
対

州
引
き
（
対
馬
）
が
二
五
俵
売
ら
れ
て
い
る
。
場
所
の
わ
か
る
も
の
で
は
、
本
場
、
鹿

島
、西
方
、日
在
、九
十
な
ど
で
、九
十
（
九
十
九
里
浜
）
は
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）

表 4　明治10年代の販売品目の比重

品目
明治
9 年

明治
10年

明治
11年

明治
12年

明治
13年

明治
14年

明治
16年

明治
17年

明治
18年

干鰯 4.1 8.3 87.6 29.4 38.4 14.3 24.3 42.8
〆粕 2.4 1.6 22.4 3.8 6.7
鯡粕 58.2 62.8 40.7 10.2 61.3 32.2 80 35.7 30.1
羽鯡 18.9 23.1 3.5 2.1 0.5 9.3 0.2
数子・白子 11.2 12.1 5.1 1.5 12.5
種粕・玉粕 1
糠
その他 4.2 2 47.5 0.1 2.6 5.5 5.2 26.9 7.7
合計 100 100 100 100 100 100 100 100 100

出典・記述の範囲：表 ３ に同じ。
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近
江
屋
市
兵
衛
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営
（
四
・
完
）

に
四
五
〇
俵
（
重
量
三
八
九
八
貫
余
）
を
地
方
の
干
鰯
屋
西
谷
嘉
助
に
売
っ
た
程
度
で
あ
っ
た
。
鰯
〆
粕
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
販
売
数

が
わ
ず
か
で
評
価
し
に
く
い
が
、
関
東
物
の
販
売
が
な
か
っ
た
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
と
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
は
地
廻
り
粕
、

同
一
三
年
は
佐
伯
粕
、
同
一
七
年
は
八
戸
鰯
粕
、
同
一
八
年
は
宇
和
粕
が
中
心
だ
っ
た
。

　

鯡
粕
は
、
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）、
同
一
三
年
、
同
一
六
年
が
飛
び
抜
け
て
多
か
っ
た
。
こ
の
頃
、
鯡
粕
に
は
産
地
の
記
載
が
な
い

場
合
が
一
般
で
あ
っ
た
が
、
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
に
つ
い
て
は
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
で
は
ネ
モ
ロ
（
根
室
）、
茅
部
、
小
樽
内
、
利

尻
な
ど
が
産
地
と
し
て
あ
が
っ
て
い
る
。
羽
鯡
は
明
治
九
、一
〇
年
に
一
定
の
比
重
を
占
め
た
が
、
地
方
の
販
売
で
あ
っ
た
。
明
治
一
一
年

（
一
八
七
八
）
に
は
市
岡
新
田
な
ど
村
方
で
も
直
接
購
入
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
七
）
で
は
や
は
り
地
方
と
紀
州

の
肥
料
商
に
ま
と
め
て
販
売
し
て
い
る
。
数
子
・
白
子
は
わ
ず
か
な
量
が
時
々
販
売
さ
れ
る
だ
け
で
、
種
粕
・
玉
粕
、
糠
は
ほ
と
ん
ど
販
売

が
な
か
っ
た
の
で
ふ
れ
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
そ
の
他
が
重
要
な
比
重
を
占
め
る
年
が
あ
る
。
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）

は
米
一
〇
八
八
俵
の
販
売
が
あ
っ
た
た
め
で
す
で
に
ふ
れ
た
。
明
治
一
七
年
（
一
八
八
七
）
は
、
八
戸
粕
、
新
粕
、
マ
シ
ケ
な
ど
記
載
が
不

明
瞭
な
も
の
の
ほ
か
、
笹
目
（
鯡
の
エ
ラ
）
な
ど
鯡
粕
・
羽
鯡
の
項
目
に
入
ら
な
い
も
の
が
大
量
に
販
売
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

ま
と
め

　

以
上
、
幕
末
・
明
治
初
年
か
ら
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
ま
で
、
近
江
屋
市
兵
衛
の
肥
料
販
売
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
近
江
屋
は
、

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
の
銀
二
五
〇
万
八
千
貫
匁
余
の
売
り
上
げ
額
か
ら
、ほ
ぼ
順
調
に
売
り
上
げ
額
を
の
ば
し
、明
治
六
年
（
一
八
七
三
）

に
は
銀
四
七
〇
万
九
千
貫
匁
余
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
か
ら
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
ま
で
は
、
一
年
間
を
示

す
完
全
な
帳
面
が
な
い
た
め
状
況
の
把
握
が
困
難
で
あ
る
が
、
残
さ
れ
た
売
日
記
で
見
る
限
り
、
や
や
後
退
し
た
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
た
だ



六
八

委
託
取
り
引
き
の
一
部
が
他
の
帳
面
に
記
載
さ
れ
て
残
っ
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
評
価
は
慎
重
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。

　

近
江
屋
の
販
売
先
は
、
永
代
浜
（
靫
）
の
干
鰯
屋
仲
間
が
中
心
で
、
こ
れ
に
和
泉
・
紀
伊
な
ど
の
肥
料
商
へ
販
売
が
加
わ
っ
て
い
た
。
松

前
問
屋
、
荷
受
け
問
屋
な
ど
か
ら
仕
入
れ
て
、
干
鰯
屋
や
他
地
方
の
肥
料
商
へ
販
売
し
た
り
、
東
京
の
干
鰯
問
屋
な
ど
の
委
託
荷
物
を
販
売

す
る
問
屋
営
業
が
基
本
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
摂
津
西
成
・
東
成
を
中
心
に
他
の
摂
津
、
河
内
の
農
村
の
直
接
消
費
者
農
民
や
在
郷

肥
料
商
に
販
売
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
た
。
慶
応
・
明
治
初
年
の
特
徴
と
し
て
は
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
の
再
興
期
に
近
江
屋
か
ら

大
量
に
買
付
け
を
行
っ
た
和
泉
の
諸
湊
の
肥
料
商
の
取
り
引
き
が
一
旦
低
調
に
な
っ
た
後
、
再
び
増
加
し
た
が
、
前
回
の
買
付
け
の
肥
料
商

と
は
連
続
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
天
保
期
に
取
り
引
き
の
あ
っ
た
紀
伊
の
肥
料
商
の
買
付
け
が
再
開
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
い
点
で
あ
る
。

近
江
屋
の
取
り
引
き
は
拡
大
し
て
お
り
、
大
和
葛
下
・
葛
上
郡
や
広
島
、
尾
張
、
三
河
な
ど
の
肥
料
商
に
販
売
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
明
治
九

年（
一
八
七
六
）よ
り
明
治
一
八
年（
一
八
八
五
）で
は
山
城
伏
見
の
肥
料
商
へ
の
販
売
も
見
ら
れ
た
。
東
京
で
は
、喜
多
村
富
之
助
と
奥（
和

泉
屋
）
三
郎
兵
衛
へ
の
糠
や
身
欠
き
鯡
の
販
売
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
明
治
九
年
以
降
は
、
東
京
へ
の
販
売
は
な
く
な
り
、
紀
伊
と
の
取
り

引
き
も
低
調
に
な
っ
た
。

　

販
売
品
目
に
つ
い
て
は
、
鯡
粕
が
重
要
な
比
重
を
占
め
る
も
の
の
、
買
付
け
で
見
ら
れ
る
ほ
ど
決
定
的
で
は
な
か
っ
た
。
干
鰯
や
干
鰯
〆

粕
が
販
売
の
中
心
と
な
る
年
も
多
く
、
明
治
九
年
以
降
も
こ
の
傾
向
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
大
阪
市
場
で
幕
末
以
降
、
鯡
粕
が
他
を
圧
倒
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
の
価
格
、
入
荷
事
情
な
ど
が
影
響
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
干
鰯
は
こ
の
時
期
は
、
関
東
物
で

他
の
地
域
に
見
ら
れ
た
干
鰯
か
ら
〆
粕
へ
の
転
換
と
か
、
鯡
粕
へ
の
移
行
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
は
起
き
て
い
な
い（

（1
（

。
そ
の
背
景
に
は
、
大

阪
周
辺
の
農
村
の
干
鰯
に
た
い
す
る
選
考
の
強
さ
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
関
東
干
鰯
に
つ
い
て
は
、
委
託
販
売
が
明
治
一
七
年

（
一
八
八
四
）
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
買
日
記
に
は
出
て
こ
な
い
た
め
、
売
日
記
を
分
析
し
た
傾
向
と
は
乖
離
す
る
原
因
に
な
っ
て



六
九

大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
（
四
・
完
）

い
る
。
ま
た
明
治
初
年
か
ら
、
種
粕
・
玉
粕
、
糠
の
取
り
引
き
も
開
始
し
た
が
、
明
治
一
〇
年
以
降
、
な
く
な
っ
た
。

　

以
上
、
近
江
屋
の
明
治
初
年
か
ら
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
ま
で
の
販
売
動
向
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
近
江
屋
市
兵
衛
は
明
治
一
〇
年

（
一
八
七
七
）
に
、
同
じ
肥
料
商
だ
っ
た
金
沢
仁
兵
衛
と
と
も
に
、
第
四
十
二
銀
行
を
創
立
し
て
、
そ
の
頭
取
と
な
り
、
以
後
、
大
阪
で
財

界
活
動
を
活
発
化
し
て
い
っ
た
。
明
治
後
半
に
な
る
と
、そ
の
経
済
基
盤
は
企
業
経
営
者
と
し
て
の
収
入
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る（

（1
（

。
し
た
が
っ

て
肥
料
商
売
を
拡
大
し
て
い
く
と
い
う
方
向
は
採
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
影
響
が
明
治
九
年
以
降
の
帳
簿
に
出
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ

る
。

注（
１
）	

拙
稿
「
大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
」（
三
）（『
東
洋
大
学
文
学

部
紀
要
』
六
九
集
史
学
科
篇
四
一
号
、
二
〇
一
六
年
）。

（
２
）	

同
前
。

（
３
）	

同
前
。
以
下
、
買
付
け
に
つ
い
て
は
、
同
論
文
参
照
。

（
４
）	

近
世
で
は
、
大
坂
干
鰯
屋
仲
間
は
永
代
浜
（
靫
の
島
）
と
そ
の
周
辺
に

店
を
持
つ
こ
と
を
参
加
要
件
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
こ
の
区
別
が
発
生

し
た
と
見
ら
れ
る
。

（
５
）	『
大
阪
肥
物
商
組
合
一
斑
』
二
の
上
、（
大
阪
市
史
編
纂
所
所
管
）。

（
６
）	

明
治
六
年
正
月「
干
鰯
売
日
記
」（
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
博
物
館
蔵
、

近
江
屋
市
兵
衛
家
文
書
）
五
三
番
、
以
下
、
近
江
屋
市
兵
衛
家
文
書
何

番
と
称
す
る
。

（
７
）	

明
治
五
年
正
月
「
干
鰯
買
日
記
」（
近
江
屋
市
兵
衛
家
文
書
）
五
〇
番
。

（
８
）	

原
直
史
「
松
前
問
屋
」（
吉
田
伸
之
編
『
商
い
の
場
と
社
会
』
シ
リ
ー
ズ

近
世
の
身
分
的
周
縁
４
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
表
三
。

（
９
）	

斉
藤
善
之
『
内
海
船
と
幕
藩
制
市
場
の
解
体
』（
柏
書
房
、
一
九
九
四
年
）

四
一
〜
四
六
頁
。
な
お
同
書
二
四
四
〜
二
四
五
頁
で
は
同
家
は
嘉
永
四

年
に
内
海
の
戎
講
加
入
船
が
四
艘
で
、
天
保
期
の
一
〇
艘
よ
り
、
船
数

を
減
じ
て
い
た
が
、
明
治
四
年
の
船
数
帳
で
も
筆
頭
船
主
の
地
位
を
維

持
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
持
ち
船
が
確
認
で
き
る
。

（
10
）	

梶
屋
久
右
衛
門
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
畿
内
先
進

地
域
の
肥
料
商
」（
一
）（
二
）『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
六
二
、六
三
集
、

史
学
科
篇
三
四
、三
五
号
、
二
〇
〇
九
、二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
11
）	
拙
稿
「
大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
」（
二
）『
東
洋
大
学
文
学

部
紀
要
』
六
八
集
、
史
学
科
篇
四
〇
号
、
二
〇
一
五
年
）。

（
12
）	

拙
稿
「
大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
」（
一
）『
東
洋
大
学
文
学



七
〇

部
紀
要
』
六
七
集
、
史
学
科
篇
三
九
号
、
二
〇
一
四
年
）

（
13
）	
拙
稿
「
大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
」（
三
）（
前
掲
）。
奥
三
郎

兵
衛
が
和
泉
屋
を
称
し
て
い
た
こ
と
は
、
原
直
史
『
日
本
近
世
の
地
域

と
流
通
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
二
一
三
頁
。

（
14
）	

明
治
六
年
正
月
「
干
鰯
売
日
記
」（
前
掲
）
五
三
番
。

（
15
）	

拙
稿
「
大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
」（
一
）（
前
掲
）。

（
16
）	

拙
稿
「
大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
」（
三
）（
前
掲
）。

（
17
）	

同
前
。

（
18
）	

同
前
。

（
19
）	

例
え
ば
、
阿
波
の
大
藍
師
三
木
屋
の
肥
料
商
売
で
は
、
文
化
か
ら
文
政
期

に
干
鰯
か
ら
鰯
〆
粕
へ
の
転
換
が
、
文
久
期
に
は
鯡
粕
へ
の
変
化
が
認

め
ら
れ
る
（
拙
稿
「
阿
波
藍
商
と
肥
料
市
場
」
一
、『
東
洋
大
学
文
学
部

紀
要
』
六
四
集
、
史
学
科
篇
三
六
号
、
二
〇
一
一
年
）。
ま
た
下
野
都
賀

郡
西
水
代
村
の
田
村
家
で
は
文
化
期
に
は
干
鰯
も
販
売
し
て
い
た
が
、

天
保
期
に
は
鰯
〆
粕
が
中
心
に
な
っ
て
い
っ
た
（
拙
稿
「
近
世
後
期
主

穀
生
産
地
域
の
肥
料
商
と
流
通
』
東
洋
大
学
『
東
洋
学
研
究
』
四
七
号
、

二
〇
一
〇
年
）。

（
20
）	

井
奥
成
彦
・
中
西
聡
編
『
醤
油
醸
造
業
と
地
域
の
工
業
化
』（
慶
応
義
塾

大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）
五
五
六
頁
。
こ
こ
で
は
田
中
市
兵
衛
は

多
く
の
企
業
を
立
ち
上
げ
て
、
そ
の
経
営
者
と
し
て
、
配
当
所
得
だ
け

で
な
く
、
会
社
役
員
報
酬
が
収
入
を
多
く
を
占
め
る
商
業
資
産
家
が
企

業
家
的
資
産
家
と
な
っ
た
事
例
と
し
て
い
る
。

付
記　

本
論
文
は
二
〇
一
四
〜
二
〇
一
六
年
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助

「
近
世
の
肥
料
商
と
農
業
経
営
」（
課
題
番
号
）
二
三
五
二
〇
八
三
二
）

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
論
文
作
成
に
あ
た
っ
て
、
東
洋
大
学
井

上
円
了
記
念
博
物
館
、
大
阪
大
学
経
済
学
部
経
営
学
部
経
済
史
経
営
史

資
料
室
、
大
阪
市
史
編
纂
所
、
国
文
学
研
究
資
料
館
な
ど
関
係
機
関
の

皆
様
の
ご
協
力
を
え
た
。
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
す
次
第
で
す
。


